
2020京都展進行状況について
実行委員長　田中　明

本年も、残り1ヶ月を切りました。会員各位
の健康を祈ります。
さて、先月、11月16日（土）、大阪写真会

館4階、会議室において大判プリント、堀内カ
ラー末永氏来阪し同席の上、出展者9名にて、
六ッ切、テストプリントチェック行いまし
た。数点、多少色調変更し終えました。

　　　　テストプリントチェックの様子

2020京都展作品搬入・飾り付けについて
搬入：1月13日(月)13：00～17：00
　　　別館に集合12：00
※出席会員全員の作業のため、予備時間1月
　14日(火)9：00～12：00とします。
※したがって、初日1月14日の一般公開開始
　時間は13：00～となります。

12月度研究会について
場所：大阪市南船場 大阪写真会館 4階会議室
日時：12月7日 (土) 13：30～17：00
内容：
１．京都展出展プリントの最終チェック
　（以後作品修正は不可）
 会員の皆様、自分の作品を自分の目で確認し
てください。色調整、露出調整などの要望出
来る最後のチャンスです。
※運営委員、実行委員及び出展者は必ず出
　席の事
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2019忘年会のご案内
　例年、新年会を1月中旬に開催予定ですが、
2020年は京都展（1/13～1/20）と日程が重
なりますので、前倒しで12/21（土）に忘年
会を開催します。（本年最後の懇親会です）
場所：大阪駅前第一ビル 12階　神仙閣
日時：12月21日（土）
　　　受付11：30(担当、田中会計、岡村)
　　　忘年会12：00～14：00
費用：１人7,000円
※参加希望の方は返信ハガキを12/10までに必着で
　投函をお願いします）
多数出席をお願い致します。

事務局便り
事務局　高田　幸二

11月16日 (土) 大阪写真会館4階会議室で運
営委員会が開催され8名の参加がありました。
まず入場券の製作枚数と配布先別配布数の説
明を事務局から行いました。昨年の実績数を
考慮して配布数を決めました。
次に、2020展の当番の説明を行いました。

例年、作品搬入、展示、搬出、作品返送をマ
ルイ美術に依頼しておりましたが、2020展で
は会員の手でそれら全てを行います。関西の
会員を主に、京都市美術館/別館での作業・会
場当番を決めました。関西会員以外で、展示
会に来れる方は、半日でもよいですから当番
をお願いします。その旨、返信用ハガキに記
入の上、返送下さい。当番表を別紙に同封し
ましたので必ず目を通して下さい。変更希望
の方は必ず当番変更ハガキに記入の上、返送
願います。変更希望の無い場合、当番日程を
了解されたものとします。その場合、必ず当
番予定通り出席して下さい。無断欠席は他の
会員に迷惑になりますのでおやめください。
　別記事の通り、テストプリント（六ッ

切）の確認作業を行いました。35mm判半切
プリント、モノクロプリント全紙を手渡し、
パネル張りをお願いしました。
11月23日(土)10：00～16：00阪急塚口駅

前　サンサンタウン4階小集会室で実行委員と

一般会員8名で入場券の発送作業を完了しまし
た。

秋の開田高原・富士見台高原で撮影
兵庫県尼崎市在住　髙田　幸二会員

前田、末永の両会員と髙田の有志3名で、
10月28日～10月31日の日程で開田高原・富
士見台高原へ撮影に行きました。
28日午後2時に開田高原につきました。紅

葉の時期であるはずがまだ緑の葉が多いで
す。早速、九蔵峠で撮影しました。逆光とな
り、難しい撮影となりました。その後、地蔵
峠に移動して夕焼の御嶽山を撮影しました。
この日の撮影はこれで終了し、本日の宿のペ
ンションに向かいました。ペンションのオー
ナーさんの話では、紅葉の遅れているは夏期
の日照時間が例年の30％しかなかったのが原
因と思われるそうです。多分このまま緑から
紅葉せず枯れてゆくのではないかと話されて
ました。

九蔵峠からの御嶽山

29日は曇りのち雨で大判カメラを出す機会
が少なかったです。御嶽山の噴火で出来た自
然湖は雨で大判カメラが使えずデジタルカメ
ラで撮影しました。少し幻想的だった。

御嶽山南側の自然湖
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御嶽山の八合目まで車で行くことが出来ま
した。少しの間ですが雨がやみ大判カメラで
撮影することが出来ました。
　30日は早朝ペンションの近くから順光の御
嶽山を狙いましたが、頂上付近の雲がいつま
でも掛かっており残念でした。

ペンション近くから御嶽山を狙う
その後、富士見台高原に移動しました。富

士見台高原は中央自動車道の中津川で下り、
東に20km行ったところにあります。富士見台
高原の神坂峠付近には撮影ポイントが多くあ
ります。神坂峠に行きたかったのですが北側
からのルートで行きましたが道がつながって
おらず、この日は断念しました。
31日は東側から神坂峠を目指しました。う

まく到達することが出来ました。神坂峠で紅
葉をとることが出来て満足でした。
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